
平
成
25
年
度

　
当
初
予
算

会
計(

２
会
計)

が
39
億
２
２
９
万
円

︵
前
年
度
当
初
比
22
・
５
％
増
︶、
全
会

計
の
総
額
は
３
１
５
億
９
７
９
万
円

︵
前
年
度
当
初
比
10・０
％
増
︶
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
の
内
訳

市
税
・
市
債
は
増
加
、
地
方
交
付
税

は
減
少

り
、前
年
度
と
比
べ
て
３・９
％
︵
２
億

円
︶
の
減
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
債
に
つ
い
て
は
、
地
方

財
源
の
不
足
を
補
て
ん
す
る
た
め
の

臨
時
財
政
対
策
債
を
前
年
度
と
比
べ

て
４
・
０
％
︵
３
、１
０
０
万
円
︶
の

減
と
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
大
型
事

業
の
展
開
な
ど
に
伴
い
、
市
債
全

体
で
は
前
年
度
と
比
べ
て
57
・
３
％

︵
９
億
１
、６
３
０
万
円
︶
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳
出
の
内
訳

新
市
民
病
院
建
設
本
格
開
始
な
ど
に

よ
り
大
幅
増
、
市
誕
生
以
来
最
大
規
模

　
一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、
中
学
生
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
を
は
じ
め
、
高
齢

化
の
進
展
な
ど
に
よ
る
社
会
保
障
費
の

自
然
増
や
、
老
朽
化
に
対
応
す
る
た
め

の
市
営
住
宅
福
里
西
村
団
地
建
設
、
教

育
分
野
で
は
体
験
型
の
授
業
研
究
な
ど

の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
補
正
予
算
に
伴
い
、
災

害
に
備
え
る
た
め
幼
稚
園
施
設
耐
震
化

事
業
や
耐
震
性
貯
水
槽
整
備
な
ど
を
前

倒
し
で
平
成
24
年
度
内
に
予
算
計
上
し

平
成
25
年
度
へ
繰
越
し
て
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
戦
略
重
点
事
業
と
し
て
、

地
域
内
で
人
・
モ
ノ
・
金
が
循
環
す
る

仕
組
み
づ
く
り
、
定
住
化
、
ご
み
減
量

啓
発
や
子
ど
も
を
伸
ば
す
教
育
事
業
費

な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
・
事
業
会
計
で
は
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
や
介
護
保
険
特
別
会
計

の
給
付
費
、
企
業
団
地
造
成
事
業
特
別

会
計
の
事
業
費
、
新
病
院
建
設
に
か
か

る
事
業
費
の
増
額
な
ど
と
い
っ
た
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
予
算
を
編
成
す
る
う
え

で
、
不
足
財
源
は
財
政
調
整
基
金
に
よ

り
対
応
し
て
お
り
、
大
幅
増
と
な
っ
た

一
般
会
計
予
算
は
、
平
成
16
年
の
３
町

合
併
以
降
、最
大
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
事
業

　

・
子
ど
も
を
伸
ば
す
教
育

１
億
４
、９
４
６
万
円

　
教
育
支
援
員
、
外
国
人
講
師
、
図
書

館
司
書
、
複
式
学
級
に
対
応
す
る
た
め

の
非
常
勤
講
師
を
配
置
し
ま
す
。

　

学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
活
用

し
、
教
育
者
を
目
指
す
学
生
を
教
育
現

場
に
招
き
ま
す
。

　
ま
た
、体
験
型
授
業
を
新
た
に
研
究・

推
進
す
る
た
め
、
著
名
な
指
導
者
を
招

き
、
教
員
と
児
童
を
対
象
に
体
験
的
学

習
を
実
施
し
ま
す
。

　

・
ご
み
30
％
減
量　

  　

  

９
６
２
万
円

　
資
源
ご
み
回
収
団
体
や
生
ご
み
処
理

機
購
入
者
へ
の
助
成
な
ど
市
内
で
排
出

さ
れ
る
ご
み
の
30
％
減
量
に
向
け
た
啓

発
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

・
塩
田
跡
地
の
管
理
と
活
用　

３
、３
７
４
万
円

　

排
水
ポ
ン
プ
や
堤
防
の
維
持
管
理
、

産
業
廃
棄
物
処
分
場
跡
地
廃
止
に
伴
う

覆
土
な
ど
錦
海
塩
田
跡
地
の
管
理
を
行

う
と
と
も
に
、
太
陽
光
発
電
を
軸
と
し

た
跡
地
の
活
用
と
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

会
計
別
当
初
予
算

区分 予算額（万円）
一般会計 1,583,087

特別
会計

国民健康保険 439,545
裳掛診療所 3,463
美和診療所 2,201
介護保険 385,905
後期高齢者医療 46,532
農業集落排水事業 26,864
漁業集落排水事業 3,061
下水道事業 146,182
土地開発事業 9,746
企業団地造成事業 114,164

計 1,177,663

事業
会計

病院事業 243,150
水道事業 147,079

計 390,229
合計 3,150,979

その他
予備費 771 円　労働費 488 円

計 406,868 円

この図は、一般会計の歳出が１人当たりい
くらになるかを目的別に算出したものです。

（H25.4.1 現在人口　38,909 人）

市民１人当たりの主な予算

平
成
25
年
度
当
初
予
算
概
要

　
全
会
計
の
総
額
は
、
前
年
度
当
初
と

比
べ
て
10
％
増
加

　
平
成
25
年
度
当
初
予
算
は
、
市
の
経

営
指
針
で
あ
る
第
２
次
瀬
戸
内
市
総
合

自主財源
（35.3％）

市税（28％）
44億2,784万円

分担金・負担金（1.4％）
2億1,485万円

国庫支出金（8.5％）
13億5,235万円

県支出金
（5.5％）
8億7,407万円

市債
（15.9％）
25億1,430万円

使用料・手数料（1.2％）
1億9,085万円

繰入金（3.1％）
4億9,421万円

諸収入（1.0％）
1億6,349万円

財産収入・寄附金・繰越金
（0.6％）
9,391万円地方譲与税・各種交付金

（3.7％）
5億8,500万円

地方交付税（31.1％）
49億2,000万円

依存財源
（64.7％）

歳入

政
運
営
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
行
財
政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

　
予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
予
算
が

１
５
８
億
３
、０
８
７
万
円
︵
前
年
度

当
初
比
８・６
％
増
︶、
特
別
会
計(

10

会
計)
が
１
１
７
億
７
、６
６
３
万
円

︵
前
年
度
当
初
比
８
・
１
％
増
︶、
事
業

計
画
に
掲
げ
る
将
来
像

﹁
人
と
自
然
が
織
り
な

す 

し
あ
わ
せ
実
感
都

市 

瀬
戸
内
﹂
の
実
現

を
目
指
す
た
め
、
重
点

的
に
取
り
組
む
事
業
を

選
定
し
、
限
ら
れ
た
財

源
を
重
点
的
・
効
率
的

に
配
分
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
自
主
自
立
の
強

い
財
政
基
盤
を
確
立

し
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
上
げ
る
行

　
一
般
会
計
予
算
の
歳
入

の
う
ち
、
市
民
税
は
、
日

本
経
済
が
若
干
の
持
ち
直

し
傾
向
に
あ
り
、
個
人
市

民
税
は
前
年
度
と
比
べ
て

０・６
％
︵
８
６
８
万
円
︶

の
微
増
、
法
人
市
民
税

は
前
年
度
と
比
べ
て
13
・

１
％
︵
５
、５
８
７
万
円
︶

の
増
、
市
税
全
体
で
は
前

年
度
と
比
べ
て
２・
１
％

︵
９
、１
４
５
万
円
︶
の
増

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

は
、
税
収
な
ど
の
基
準
財

政
収
入
額
の
増
や
例
年
の

実
績
見
込
み
な
ど
に
よ

議会費（1.4％）
2億1,513万円

予備費（0.2％）
3,000万円

総務費
（10.2％）
16億1,412万円

労働費（0.1％）
1,900万円

農林水産業費
（7.8％）
12億3,157万円

商工費（2.2％）
3億4,585万円

土木費（8.8％）
13億9,972万円

消防費（6.4％）
10億1,849万円

教育費（12.2％）
19億2,468万円

衛生費（9.4％）
14億8,598万円

公債費
（11.9％）
18億8,786万円

民生費
（29.4％）
46億5,847万円

158億
3,087万円

歳出

民生費

119,727 円

公債費

48,520 円

総務費

41,484 円

農林水産業費

31,653 円

衛生費

38,191 円

教育費

49,466 円

土木費

35,974 円

消防費

26,176 円

議会費

5,529 円

商工費

8,889 円
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平
成
23
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
牛

窓
東
小
学
校
の
耐
震
化
改
修
に
よ
る
建

替
え
工
事
を
は
じ
め
、
平
成
25
年
度
か

ら
老
朽
化
し
た
邑
久
中
学
校
の
大
規
模

改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

基
金
お
よ
び
市
債
残
高
の
状
況

　

約
４
億
６
、７
０
０
万
円
の
財
源
不

足
を
補
う
た
め
に
取
り
崩
し
た
財
政
調

整
基
金
は
、
当
初
予
算
編
成
後
、
約

24
億
４
、３
３
３
万
円
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　

ま
た
、
普
通
会
計
の
市
債
残
高
見

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
お
よ
び
海
抜
表

示
の
整
備
や
自
主
防
災
組
織
活
動
へ
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

８
５
７
万
円

　
市
民
団
体
の
支
援
や
情
報
発
信
、
相

談
活
動
、
商
工
観
光
支
援
活
動
な
ど
各

種
地
域
協
力
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

・
小
児
医
療
費
等
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　

 

１
億
５
、１
５
６
万
円

　

医
療
費
を
中
学
生
ま
で
無
料
と
し
、

子
育
て
家
庭
を
支
援
し
ま
す
。

　

・
在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業

　
　
　
　
　
　

                 

５
０
３
万
円

　
新
病
院
の
建
設
に
合
わ
せ
て
、保
健・

福
祉
・
医
療
が
連
携
し
て
在
宅
医
療
の

充
実
を
図
る
べ
く
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
構
築
を
行
い
ま
す
。

　

・
市
営
住
宅
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　

 

２
億
４
、５
８
６
万
円

　
老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
福
里
西
村
団

地
Ⅰ
か
ら
Ⅲ
ま
で
を
建
て
替
え
ま
す
。

　

・
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備

　
　
　
　
　
　

 

４
億
２
、４
３
５
万
円

　
電
波
法
の
改
正
に
伴
い
、
消
防
・
救

急
で
使
用
し
て
い
る
無
線
設
備
を
デ
ジ

タ
ル
化
に
向
け
て
整
備
し
ま
す
。

　

・
学
校
教
育
施
設
耐
震
化
お
よ
び
大
規

　

模
改
修
整
備  

５
億
４
、１
６
８
万
円

　

・
地
域
内
で
人
、
モ
ノ
、
金
が
循
環
す
る

　

仕
組
み
づ
く
り　

13
億
４
、２
４
５
万
円

　
市
民
活
動
団
体
の
公
益
的
な
活
動
に

対
し
て
助
成
す
る
公
募
型
の
市
民
活
動

応
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
応
援
寄
附
制
度
の
積
極
的
な
利
用
促

進
や
、
農
水
産
物
や
加
工
品
の
ブ
ラ
ン

ド
化
や
商
品
の
販
路
拡
大
、
コ
ン
テ
ス

ト
の
実
施
な
ど
瀬
戸
内
市
発
ブ
ラ
ン
ド

の
展
開
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
の
交
通
輸
送
の
利
便
性
な

ど
を
生
か
し
、
優
良
企
業
を
積
極
的
に

誘
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
牛
窓
と
前
島
と
の
海
上
交
通

と
な
っ
て
い
る
フ
ェ
リ
ー
の
新
造
費
を

補
助
し
ま
す
。　

　

・
定
住
化　
　
　
　

  

３
、７
８
４
万
円

　
販
売
促
進
補
助
金
な
ど
販
売
体
制
を

強
化
し
、
オ
リ
ー
ブ
団
地
牛
窓
を
は
じ

め
と
す
る
分
譲
団
地
の
販
売
促
進
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
　

・
新
市
民
病
院
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　

 

９
億
６
、３
８
６
万
円

　
平
成
27
年
度
に
か
け
て
、
市
民
医
療

の
中
心
と
な
る
総
合
病
院
の
建
設
を
手

が
け
ま
す
。

　

・
地
域
防
災
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　

 　
　

２
、３
７
３
万
円

　
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
、
津
波
ハ

職員の給与状況市
　市職員の給与は、人事院の勧告やほかの地方自治体との均衡
を考慮して、条例で定められていますが、市民の皆さんにより
一層のご理解をいただくため、現在の状況をお知らせします。
詳細は、市のホームページに掲載しています。
　総務課　☎０８６９ - ２２ - ３９０９
HP http://www.city.setouchi.lg.jp/data/soumu_syokuin.html

５  職員の初任給の状況　H24.4.1 現在

区分 瀬戸内市 国

一般行政職
大学卒

円 円

172,200 172,200

高校卒 140,100 140,100

技能労務職 高校卒 137,200 ― 

６  職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　H24.4.1 現在

区分
経験年数

10 年 15 年 20 年

一般行政職
大学卒

円 円 円

240,611 285,467 335,550

高校卒 204,200 － 300,767

７  一般行政職の級別職員数の状況　H24.4.1 現在

区分 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級
計

標準的な職務内容 部長・参与 課長・参事 課長補佐 係長・主幹 主査 主任 主事

職員数
人

9 34 19 34 36 45 27 204

構成比
％

4.4 16.7 9.3 16.7 17.6 22.1 13.2 100.0

８ 職員手当の状況（上水道・病院事業職員を除く全職員）

（１） 期末手当・勤勉手当　H24.4.1 現在

区分 6 月期 12 月期 計
期末手当 月分 1.25 1.50 2.75
勤勉手当 月分 0.70 0.70 1.40

（３） 特殊勤務手当　H24.4.1 現在

支給実績（23 年度決算） 3,140 千円
支給職員 1 人当たり平均支給年額（23 年度決算） 44,225 円
職員全体に占める手当支給職員の割合（23 年度） 17.2%

手当の種類（手当数） 6
手当の名称 支給対象職員 主な支給対象業務 支給単価

防疫作業手当 作業従事職員 感染病防疫作業 日額 1,000 円
犬猫死体処理手当 作業従事職員 犬猫等の死体処理作業 １体 1,000 円

行旅人死体取扱手当 作業従事職員 行旅死亡人の死体処理 １体 3,000 円
環境衛生手当 作業従事職員 クリーンセンター等での業務 月額 15,000 円

火葬業務手当 作業従事職員
火葬作業（平日） １体 18,000 円
火葬作業（土日・祝日） １体 25,000 円

消防業務手当 消防業務従事職員
休日等出勤 １回 300 ～ 500 円
救急出動等 １回 150 ～ 510 円

（４） 時間外勤務手当
支給実績（23 年度決算） 65,826 千円

職員１人当たり平均支給年額（23 年度決算） 159 千円

11  部門別職員数の状況と主な増減理由 　

区分
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
H23.4.1 H24.4.1

給
料

一
般
行
政
部
門

議会 5 人 6 人 1 人 人事異動による増
総務 76 75 △ 1 人事異動による減
税務 17 18 1 人事異動による増

農林水産 7 7 0
商工 5 8 3 企業誘致推進による増
土木 18 16 △ 2 人事異動による減
民生 86 85 △ 1 人事異動による減
衛生 27 26 △ 1 人事異動による減

計 241 241 0
教育部門 67 67 0
消防部門 69 69 0

小計 377 377 0

会
計
等
部
門

公
営
企
業

病院 76 79 3 採用による増
水道 29 26 △ 3 水道分室と支所業務の統合による減

下水道 13 12 △ 1 人事異動による減
その他 25 25 0

小計 143 142 △ 1
合計 520 519 △ 1

１ 人件費の状況（平成 23 年度普通会計決算）
住民基本台帳人口

（23 年度末）
歳出額

A 実質収支 人件費
B

人件費比率
B / A

人 千円 千円 千円 ％

38,861 15,064,832 464,192 3,074,352 20.4
（注）人件費には市長・議員などの給料・報酬を含んでいます。

２  職員給与費の状況（平成 23 年度普通会計決算）
職員数

A
給与費 １人当たり給与費

B / A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B
人 千円 千円 千円 千円 千円

376 1,303,592 183,138 481,162 1,967,892 5,234
（注）職員手当には、退職手当を含みません。また、職員数は平成 23 年 4 月 1 日現在の人数です。

３  一般行政職の給与水準（ラスパイレス指数の状況） 　H24.4.1 現在

区分 瀬戸内市 県内 14 市平均（岡山市を除く）

国家公務員の給与減額措置を加味した結果 102.5 106.9
国家公務員の給与減額措置がないとした場合 94.7 98.8

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水
準を示す指数です。
平成 24 年度から国家公務員の給与の改定及び臨時特例に関する法律に基づき、時限的
に（２年間）、国家公務員の給料が減額されました。

（２） 退職手当　H24.4.1 現在

区分 勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 35 年 最高限度額
　自己都合 月分 21.00 33.75 47.50 59.28

　勧奨・定年 月分 27.30 42.12 59.28 59.28
平成 23 年度 1 人当たり平均支給額　自己都合 8,899 千円　勧奨・定年 22,552 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は平成 23 年度に退職した職員に支給された平均額です。

（５） その他の手当　H24.4.1 現在

手当名 内容及び支給単価 支給実績
（23 年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（23 年度決算）

扶養手当 配偶者、子どもなどの区分により被扶
養親族 1 人につき 6,500 円～ 13,000 円

千円 円

38,591 225,678
住居手当 借家のみ 12,000 円～ 27,000 円 20,832 267,076

通勤手当

・交通機関利用者
   運賃の額に応じて最高 55,000 円
   まで支給

・自動車などの使用者
   距離に応じて 2,000 ～ 24,500 円

22,365 61,106

管理職手当 職に応じて給料の 8 ～ 12％ 44,104 474,236
管理職員特別

勤務手当
管理職が緊急時、休日等に出勤した場合
1 回上限 4,000 円、6 時間超 6,000 円 970 6,258

宿日直手当 勤務場所に応じて 4,200 ～ 5,900 円 5,528 13,352

９ 特別職の報酬等の状況 　H24.4.1 現在

区分 給料月額 期末手当

給
料

市長
円 平成 23 年度支給割合 2.95 月分（6 月期

1.4 月分、12 月期 1.55 月分）・加算措置
44％

660,000（880,000）
副市長 576,000（720,000）
教育長 531,200（640,000）

報
酬

議長 450,000 平成 23 年度支給割合 3.0 月分（6 月期
1.4 月分、12 月期 1.6 月分）・加算措置
15%

副議長 380,000
議員 350,000

（注）市長 25％、副市長 20％、教育長 17％の減額措置を行っています。（　）は減額前の数値です。

10  定員管理の進捗状況 　H17.4.1 ～ H24.4.1 における定員管理の進捗状況

職員数
増減数 増減率

H17.4.1 H24.4.1
人 人 人 ％

561 519 △ 42 △ 7.49

４  職員の平均年齢、平均給料月額の状況 　H24.4.1 現在

区分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職
歳 円

42.5 311,700

技能労務職 53.6 289,200
（注）平均給料月額とは平成 24 年 4 月 1 日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。
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